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標本に基づく和歌山県初記録の魚類 16種

大西　遼 1・佐久間夢実 1・田邊恵一 2・揖　善継 3・平嶋健太郎 3

The following 16 species were newly recorded from Wakaya-
ma Prefecture, Japan, based on collected specimens: Gymnotho-
rax fimbriatus (Bennett, 1832), Apogon seminigracaudus Green-
field, 2007, Silhouettea dotui (Takagi, 1957), Choeroichthys 
sculptus (Günther, 1870), Cosmocampus banneri (Herald and 
Randall, 1972), Cynoglossus itinus (Snyder, 1909), Petroscirtes 
mitratus Rüppell, 1830, Plectropomus laevis (Lacepède, 1801), 
Scorpaenopsis ramaraoi Randall and Eschmeyer, 2002, Sebas-
tapistes cyanostigma (Bleeker, 1856), Oxycirrhites typus Bleeker, 
1857, Matsubaraea fusiformis (Fowler, 1943), Arothron immac-
ulatus (Bloch and Schneider, 1801), Arothron reticularis (Bloch 
and Schneider, 1801), Canthigaster amboinensis (Bleeker, 1864) 
and Abalistes filamentosus Matsuura and Yoshino, 2004. Among 
them, C. banneri represents the first specimen-based record from 
Honshu, Japan.
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 Abstract

和歌山県南部の沿岸は世界最大級の暖流である黒潮の

影響を強く受けるため，温帯性魚類のみならず，熱帯・亜

熱帯性魚類も数多く出現することが知られている（池田・

中坊，2015；福田・小寺，2019；大西，2024）．和歌山県

沿岸の魚類相については，これまでに多くの研究が行われ

ており（宇井，1924；蒲原，1950；荒賀・田名瀬，1966；

福田・御前，1992a, b；福井，1999；池田・中坊，2015；福田・

小寺，2019；大西，2024；甲斐・御所，2025），2,000 種以

上の魚類が生息すると推定されている（平嶋，2022）．一

方で，近年においても黒潮により南方域から輸送されてき

たと考えられる熱帯・亜熱帯性魚類の本県初記録となる報

告が相次いでいることから（例えば，吉田・大西，2025；

大西ほか，2025；久保ほか，2026），本県沿岸の魚類相は

いまだ十分に解明されているとは言い難い．そのため，本

県沿岸の魚類相をより正確に把握するには，継続的な調査

と標本に基づく記録の蓄積が不可欠である．

2025 年 か ら 2026 年 に か け て， 和 歌 山 県 南 部 に お

いて本県初記録となるヘリゴイシウツボ Gymnothorax 

fimbriatus (Bennett, 1832)， オ グ ロ テ ン ジ ク ダ イ Apogon 

seminigracaudus Greenfield, 2007，シラヌイハゼ Silhouettea 

dotui (Takagi, 1957)， チ ゴ ヨ ウ ジ Choeroichthys sculptus 

(Günther, 1870)，ヒナヨウジ Cosmocampus banneri (Herald 

and Randall, 1972)， ミ ナ ミ ア カ シ タ ビ ラ メ Cynoglossus 

itinus (Snyder, 1909)，ハタタテギンポ Petroscirtes mitratus 

Rüppell, 1830，コクハンアラ Plectropomus laevis (Lacepède, 

1801)，イヌカサゴ Scorpaenopsis ramaraoi Randall and Es-

chmeyer, 2002， カ ス リ フ サ カ サ ゴ Sebastapistes cyano-

stigma (Bleeker, 1856)，クダゴンベ Oxycirrhites typus Blee-

ker, 1857，マツバラトラギス Matsubaraea fusiformis (Fow-

ler, 1943)， カ ス ミ フ グ Arothron immaculatus (Bloch and 

Schneider, 1801)，ワモンフグ A. reticularis (Bloch and Sch-

neider, 1801)，ゴマフキンチャクフグ Canthigaster ambo-

inensis (Bleeker, 1864)，およびイトヒキオキハギ Abalistes 

filamentosus Matsuura and Yoshino, 2004 の標本が得られた．

加えてチゴヨウジ，ミナミアカシタビラメ，およびカスミ

フグは和歌山県立自然博物館の所蔵標本からも確認され

た．また，ヒナヨウジは本州からの初記録であった．これ

らの記録は，本県沿岸の魚類相に関する知見の蓄積に資す

ると考えられるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は概ね中坊・中山（2013）に
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したがい，躯幹輪数，尾輪数，および体輪数の計数は

Dawson (1985) にしたがった．計測はデジタルノギスを用

いて 0.01 mm の単位で行い，小数第 2 位は四捨五入した．

標準体長（standard length）は体長または SL，全長（total 

length）は全長または TL と表記した．各種の学名と科お

よび種の掲載順は本村（2026）に準拠した．本報告に用

いた標本は和歌山県立自然博物館（WMNH）と京都大

学総合博物館（FAKU）に登録・保管されている．なお，

KPM-NR は神奈川県立生命の星・地球博物館（KPM）の

魚類写真資料データベースの略号であり，資料番号はデー

タベース上では0を含めた7桁の数字で表記されているが，

ここでは実質的な有効数字で記した．本報告に用いた標本

はすべて和歌山県産であるため，標本の項ではそれ以下の

地名のみ表記した．

ウツボ科 Muraenidae

Gymnothorax fimbriatus (Bennett, 1832)

ヘリゴイシウツボ　（Fig. 1）

標本　WMNH-PIS 14604，全長 430.1 mm，東牟婁郡串

本町大島　大島港（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.1 m，

タモ網，2026 年 2 月 6 日（2026 年 2 月 18 日まで飼育），

寺町幸音・寺町早紀．

同定　和歌山県産の標本は，背鰭起部が鰓孔より前方

Fig. 1. Fresh specimen (A) and live individual (B, C) of Gymnothorax fimbriatus (WMNH-PIS 14604, 430.1 mm TL) from Wakayama 
Prefecture, Japan.
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に位置すること，肛門が体の中央よりやや前方に位置する

こと，吻は長くやや尖ること，歯が全て鋭いこと，主上顎

骨歯は前方で 2 列，後方で 1 列であること，前上顎骨板中

央部が 1 列であること，体に眼径大と不定形の黒褐色の斑

紋が横帯状に連続して並ぶこと，頭部の斑紋は体の斑紋

よりもやや小さいこと，垂直鰭の縁辺が白いこと，および

生時，頭部には黄色の粘液を被ること（Fig. 1C）などが

波戸岡（2013a, b）の示したヘリゴイシウツボ G. fimbriatus

の特徴に一致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・太平洋に広く分布し（波戸岡，

2013a），日本国内では伊豆諸島（八丈島），小笠原諸島，

和歌山県串本，高知県（柏島），鹿児島県本土，大隅諸島

（竹島，口永良部島，種子島，屋久島），トカラ列島（中之

島），奄美群島（奄美大島，喜界島，徳之島，沖永良部島），

沖縄諸島（沖縄島），慶良間諸島（渡嘉敷島），および八重

山諸島（西表島，与那国島）から記録されている（波戸岡，

1997, 2013a, b；渡井ほか，2009；坂井ほか，2009；小寺，

2013； 鏑 木，2016; Motomura and Harazaki, 2017； 木 村 ほ

か，2017; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；

日比野，2019; Fujiwara and Motomura, 2020；下瀬，2021；

日比野ほか，2021; Jeong and Motomura, 2021；萩原，2022; 

Motomura, 2023；古𣘺ほか，2024；吉田ほか，2025）．

本種の和歌山県における記録について，小寺（2013）

は串本町から本種を報告しているが，この記録は目視観察

に基づく記録であった．したがって，今回得られた標本は

本種の標本に基づく和歌山県からの初記録となる．

備考　和歌山県産の標本は，夜間に漁港内の表層を遊

泳していたところを採集された．これまで和歌山県では 2

例の出現記録しかないことや（小寺，2013；本研究），大

隅諸島以北における出現が散発的であることなどを考慮す

ると，本標本は黒潮により南方域から偶発的に輸送されて

きた個体であると考えられる．また，本標本は低水温期で

ある 2 月（採集時の水温 18.3℃）に採集されており，採集

時に表層を遊泳していたことから衰弱していた可能性も考

えられるが，本県沿岸における越冬の有無については今後

も引き続き調査する必要がある．

テンジクダイ科 Apogonidae

Apogon seminigracaudus Greenfield, 2007

オグロテンジクダイ　（Fig. 2A）

標本　WMNH-PIS 14614，体長 23.4 mm，東牟婁郡串本

町有田　串本海中公園センター地先，水深 5 m，タモ網，

2025 年 11 月 30 日（2025 年 12 月 21 日まで飼育），佐久間

夢実．

同定　和歌山県産の標本は，側線が 1 本であること，

腹縁に発光腺をもたないこと，尾鰭前鰭条の最長軟条が

分節すること，背鰭軟条数が 9，臀鰭軟条数が 8，前鰓蓋

骨腹縁の皮弁が骨化しないこと，および前鰓蓋骨後縁下方

の皮弁が前鰓蓋骨後縁直下を越えないことが Mabuchi et al. 

(2014) の示したコミナトテンジクダイ属 Apogon の特徴に

一致した．また，吻端がやや尖ること，体高は頭長の 1.21

倍であること，背鰭第 2 棘は後方に倒しても第 2 背鰭基底

の中央に達しないこと，体側鱗が暗赤褐色であること，お

よび尾柄部と尾鰭下葉が黒いことが林（2013）の示したオ

グロテンジクダイ A. seminigracaudus の特徴に一致したた

め，本種に同定された．

分布　本種は西太平洋に分布し（馬渕・吉田，2018; 

Allen and Erdmann, 2024），日本国内では新潟県（佐渡島），

千葉県，静岡県，高知県，愛媛県，鹿児島県本土，甑島

列島，大隅諸島（種子島，屋久島），および琉球列島から

記録されている（萩原・木村，2005；高木ほか，2010；

林，2013; Motomura and Harazaki, 2017； 馬 渕・ 吉 田，

2018; Nakae et al., 2018； 吉 田，2019, 2022； 萩 原，2022; 

Motomura, 2023; Koreeda and Motomura, 2025）．本研究によ

り新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本は，夜間に有藻性サンゴ類が

点在する岩礁帯で採集され，同所では同属のアカフジテン

ジクダイ Apogon crassiceps Garman, 1903 とコミナトテンジ

クダイ Apogon kominatoensis Ebina, 1935 が確認された．

ハゼ科 Gobiidae

Silhouettea dotui (Takagi, 1957)

シラヌイハゼ　（Fig. 2B, C）

標本　WMNH-PIS 14617，体長 17.9 mm，東牟婁郡串本

町上浦沖，水深 9.0 m，素手，2025 年 11 月 13 日（2025 年

11 月 18 日まで飼育），赤松佳樹．

同定　和歌山県産の標本は，吻が極端に短いこと，眼

が頭部背側面にあること，口は強く斜め上方を向くこと，

体が円筒形であること，臀鰭基底長が第 2 背鰭基底長より

長いこと，および腹鰭が大きな吸盤状で，膜蓋の後縁が鋸

歯状に切れ込むことが鈴木ほか（2021）の示したシラヌイ

ハゼ属の特徴に一致した．また，頭頂部に広い被鱗域が

ないこと，腹鰭前方域が被鱗すること，および第 1 背鰭

の後方に白色で縁取られた黒斑をもつことなどが明仁ほ

か（2013）と是枝・本村（2025）の示したシラヌイハゼ S. 

dotui の特徴によく一致したため，本種に同定された．

分布　本種は日本から台湾にかけて分布し（明仁ほか，

2013; Senou, 2019），日本国内では青森県，山形県，新潟県，

千葉県，神奈川県，静岡県，若狭湾，瀬戸内海，山口県，

香川県，高知県，愛媛県，福岡県，佐賀県，大分県，長崎県，

鹿児島県本土，および大隅諸島（種子島）から記録されて

いる（道津，1958；本間ほか，1972；林・工藤，1993；竹
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内ほか，2012；明仁ほか，2013；大河ほか，2014; Matsui 

et al., 2014；吉郷，2018；日比野ほか，2025；是枝・本村，

2025；百瀬・尾山，2026；川崎，2026；是枝ほか，2026）．

本研究により新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本は，水深 9 m の潮通しの良い

砂底から採集され，同所では本標本の他にも複数個体の本

種の生息が確認・撮影されている（赤松佳樹氏，私信）．

ヨウジウオ科 Syngnathidae

Choeroichthys sculptus (Günther, 1870)

チゴヨウジ　（Fig. 2D）

標本　WMNH-PIS 12786，体長 36.5 mm，東牟婁郡串本

町　串本港，タモ網，2021 年 10 月 2 日，脇本総志・坂東

俊哉；WMNH-PIS 14605，体長 38.1 mm，東牟婁郡串本町

大島　大島港（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.1 m，タ

モ網，2025 年 9 月 23 日，寺町幸音・寺町早紀；WMNH-

PIS 14606，体長 34.4 mm，東牟婁郡串本町大島　大島港

（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.1 m，タモ網，2025 年 9

月 26 日，寺町幸音・寺町早紀．

同定　和歌山県産の標本は，背鰭軟条数が 28–32，胸鰭

条数が 19–20，躯幹輪数が 19，尾輪数が 23–24，背鰭基底

下の体輪数が 8，背鰭起部が肛門より前方にあること，お

よび中間板に隆起線をもつことが Dawson (1976, 1985) と

瀬能（2013a）の示したチゴヨウジ C. sculptus の特徴に一

致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（Dawson，

1985），日本国内では静岡県，高知県，鹿児島県本土，大

隅諸島（屋久島），奄美群島（喜界島，与論島），沖縄諸島（久

米島），および慶良間諸島（渡嘉敷島）から記録されてい

る（渡井ほか，2009；瀬能，2013a；松沼，2014, 2019；吉郷，

2014; Motomura and Harazaki, 2017; Fujiwara and Motomura, 

2020；幸ほか，2022）．本研究により新たに和歌山県から

記録された．

備考　和歌山県産の 3 標本は，漁港内を漂流してい

た流れ藻や流木に付随しており，同所ではトゲヨウジ

Syngnathoides biaculeatus (Bloch, 1785)， ヨ ウ ジ ウオ Syng-

nathus schlegeli Kaup, 1853，カンパチ Seriola dumerili (Risso, 

1810)，シイラ Coryphaena hippurus Linnaeus, 1758，マツダ

イ Lobotes surinamensis (Bloch, 1790)，ソウシハギ Aluterus 

scriptus (Osbeck, 1765)，およびアミモンガラ Canthidermis 

maculata (Bloch, 1786) が確認された．

Cosmocampus banneri (Herald and Randall, 1972)

ヒナヨウジ　（Fig. 2E, F）

Fig. 2. Fresh specimens of Apogon seminigracaudus (A: WMNH-PIS 14614, 23.4 mm SL), Silhouettea dotui (B: WMNH-PIS 14617, 
17.9 mm SL), Choeroichthys sculptus (D: WMNH-PIS 14606, 34.4 mm SL), and Cosmocampus banneri (E, F: WMNH-PIS 14607, 
22.1 mm SL) a live individual of Silhouettea dotui (C: WMNH-PIS 14617), and a preserved specimen of Cynoglossus itinus (G: 
WMNH-PIS 12388, 33.7 mm SL) from Wakayama Prefecture, Japan.
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標本　WMNH-PIS 14607，体長 22.1 mm，東牟婁郡串本

町田子沖，水深 21 m，素手，2025 年 11 月 14 日（2025 年

11 月 27 日まで飼育），大西　遼．

同定　和歌山産の標本は，背鰭軟条数が 16，尾鰭軟条

数が 10，躯幹輪数が 15，躯幹部と尾部の上隆起線が不

連続であること，躯幹部と尾部の下隆起線が連続するこ

と，躯幹部の中央隆起線が直線状で肛門輪付近に達するこ

と，各隆起線が円滑であること，主鰓蓋骨の隆起線が発

達すること，および吻背面の隆起線が突起状であること

が Dawson (1985) と瀬能（2013a）の示したヒナヨウジ C. 

banneri の特徴に一致したため，本種に同定された．

分布　本種は紅海を含むインド・西太平洋に広く分布

し（Herald and Randall, 1972），日本国内では伊豆諸島，小

笠原諸島，高知県（沖の島，柏島），鹿児島県本土，奄美

群島（奄美大島，加計呂麻島，沖永良部島），および沖縄

諸島以南の琉球列島から記録されている（瀬能，2013a；

松沼，2019; Motomura and Uehara, 2020；萩原，2022；幸ほか，

2023；本田ほか，2024；Yuki et al., 2025）．本研究により

新たに和歌山県から記録された．なお，この記録は本州

からの初記録となる．

備考　和歌山県産の標本は，水深 21 m の岩礁帯に堆積

したサンゴ片と貝殻片の間から採集された．

ウシノシタ科 Cynoglossidae

Cynoglossus itinus (Snyder, 1909)

ミナミアカシタビラメ　（Fig. 2G）

標本　WMNH-PIS 12388，体長 33.7 mm，西牟婁郡すさ

み町江住　江須崎，水深 0.1 m，タモ網，2021 年 1 月 13 日，

平井厚志；WMNH-PIS 14618，体長 13.2 mm，東牟婁郡串

本町串本　串本港（33°28′06ʺN, 135°46′56ʺE），水深 0.1 m，

タモ網，2025 年 7 月 26 日（2025 年 8 月 11 日まで飼育），

織部啓三郎．

同定　和歌山県産の標本は，口が湾曲すること，口唇

に触髭がないこと，有眼側の側線が 3 列で，無眼側に有孔

側線がないこと，および鼻孔が 1 個であることなどが山田・

柳下（2013a）の示したミナミアカシタビラメ C. itinus の

特徴によく一致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（笹木，

2025），日本国内では千葉県，神奈川県，静岡県，愛知

県，三重県，瀬戸内海，高知県，福岡県，長崎県，日向灘

海域（大分県佐賀関から大隅半島東岸），宮崎県，鹿児島

県本土，および琉球列島から記録されている（大橋・本

村，2011；荒尾・玉井，2011；竹内ほか，2012；山田・柳

下，2013a；大河ほか，2014; Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，

2019, 2021；工藤ほか，2022；百瀬・尾山，2024；笹木，

2025）．本研究により新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本のうち，WMNH-PIS 12388 は

タイドプール内から，WMNH-PIS 14618 は漁港内を浮遊

していたところを採集された．

イソギンポ科 Blenniidae

Petroscirtes mitratus Rüppell, 1830

ハタタテギンポ　（Fig. 3A）

標本　WMNH-PIS 14741，体長 39.3 mm，東牟婁郡串

本町大島　大島港（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.1 m，

タモ網，2026 年 7 月 28 日，寺町幸音・寺町早紀．

同定　和歌山県産の標本は，背鰭が 11 棘 16 軟条で，

第 1 棘が第 2 棘よりも長いこと，腹鰭が 1 棘 3 軟条，背鰭

起部が眼の後縁より後ろにあること，口が亜端位であるこ

と，および下顎の犬歯が大きいことなどが藍澤・土居内

（2013）の示したハタタテギンポ P. mitratus の特徴に一致

したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（藍澤・

土居内，2013），日本国内では静岡県，愛媛県，高知県，

鹿児島県本土，大隅諸島（口永良部島，種子島，屋久

島），および奄美大島以南の琉球列島から記録されてい

る（Senou et al., 2006a；渡井ほか，2009；藍澤・土居内，

2013; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae 

et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018；川間，2019；太田，

2020; Fujiwara and Motomura, 2020；下瀬，2021；赤池ほか，

2021；萩原，2022; Motomura, 2023；古𣘺ほか，2024；中

村ほか，2024）．本研究により新たに和歌山県から記録さ

れた．

備考　和歌山県産の標本は，夜間に漁港内を浮遊して

いたところを採集された．

ハタ科 Epinephelidae

Plectropomus laevis (Lacepède, 1801)

コクハンアラ　（Fig. 3B）

標本　WMNH-PIS 14613， 体 長 82.8 mm， 東 牟 婁 郡

串本町有田　串本海中公園センター地先（33°28′46ʺN, 

135°44′45ʺE），水深 6 m，タモ網，2025 年 12 月 14 日（2026

年 2 月 16 日まで飼育），大西　遼．

同定　和歌山県産の標本は，背鰭棘数が 8，前鰓蓋骨後

縁が鋸歯状であること，臀鰭が 3 棘で，第 1 棘が皮下に埋

没すること，および体に斑点があることが瀬能（2013b）

と中村・本村（2022）の示したスジアラ属の特徴に一致し

た．また，尾鰭後縁が浅い湾入形であること，体側に 4 本

の濃褐色横帯があること，および各鰭が黄色で，胸鰭基底

に濃褐色斑があることなどが瀬能（2013b）と桜井（2014）

の示したコクハンアラ P. laevis の特徴に一致したため，本
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種に同定された．

分布　本種はインド・太平洋に広く分布し（瀬能，

2013b），日本国内では伊豆諸島（八丈島），小笠原諸島，

千葉県，和歌山県串本，高知県（柏島），宇治群島，大隅

諸島（口永良部島，種子島，馬毛島，屋久島），および奄

美大島以南の琉球列島から記録されている（福田，1996；

瀬能，2013b；桜井，2014, 2019；佐々木ほか，2014；吉

野・ 瀬 能，2015; Motomura et al., 2016; Koeda et al., 2016; 

Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 

2018；下瀬，2021; Motomura, 2023；本田ほか，2024；畠

中ほか，2025）．

本種の和歌山県における記録について，福田（1996）

は串本町から本種を報告しているが，この記録は目視観察

に基づく記録であった．また，瀬能（2013b）は本種の分

布に和歌山県串本を含めたが，この記録は水中写真（KPM-

NR 25943）に基づく記録であった（瀬能　宏氏，私信）．

他にも，本種の分布に和歌山県を含む報告が散見される

が（例えば，桜井，2014；吉野・瀬能，2015；木村ほか，

2017），本種の本県からの標本に基づく記録は見当たらな

い．したがって，今回得られた標本は本種の標本に基づく

和歌山県からの初記録となる．

備考　和歌山県産の標本は，有藻性サンゴ類が点在

する岩礁の亀裂内から採集された．本種は成長すると

体長 100 cm に達する大型のハタ科魚類であるが（瀬能，

2013b），今回得られた標本は体長 82.8 mm の幼魚であった．

また，福田（1996）と瀬能（2013b）により報告された個

体は，前者は幼魚であったと報告されており，後者は体の

地色が白色で，体側に 4 本の濃褐色横帯があること，各鰭

が黄色で，胸鰭基底に濃褐色斑があることから本種の幼

魚であると判断された（瀬能，2013b；桜井，2014）．これ

まで和歌山県では成魚が確認されていないことや，日本国

内における分布の中心が琉球列島であることなどから，本

県沿岸における出現は黒潮により南方域から偶発的に輸送

されてきた個体であると考えられる．

Fig. 3. Fresh specimens of Petroscirtes mitratus (A: WMNH-PIS 14741, 39.3 mm SL), Plectropomus laevis (B: WMNH-PIS 14613, 
82.8 mm SL), Scorpaenopsis ramaraoi (C: WMNH-PIS 14608, 132.4 mm SL), Sebastapistes cyanostigma (D: WMNH-PIS 14612, 
27.8 mm SL), Oxycirrhites typus (E: WMNH-PIS 14688, 65.1 mm SL), and Matsubaraea fusiformis (F: WMNH-PIS 14615, 38.3 
mm SL) from Wakayama Prefecture, Japan.
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フサカサゴ科 Scorpaenidae

Scorpaenopsis ramaraoi Randall and Eschmeyer, 2002

イヌカサゴ　（Fig. 3C）

標本　WMNH-PIS 14608， 体 長 132.4 mm， 東 牟 婁 郡

串本町大島　大島港（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.2 

m， タ モ 網，2025 年 9 月 16 日， 寺 町 幸 音・ 寺 町 早 紀；

WMNH-PIS 14609， 体 長 145.2 mm， 東 牟 婁 郡 串 本 町 大

島　大島港（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.2 m，タモ

網，2025 年 9 月 30 日， 寺 町 幸 音・ 寺 町 早 紀；WMNH-

PIS 14610，体長 145.7 mm，東牟婁郡串本町大島　大島港

（33°28′14ʺN, 135°48′06ʺE），水深 0.6 m，タモ網，2025 年

11 月 3 日，寺町幸音・寺町早紀．

同定　和歌山県産の標本は，背鰭が 12 棘 9 軟条，側線

上方横列鱗数が 45–49，口蓋骨に歯がないこと，涙骨隆起

の先端が尖り，皮膚に埋没しないこと，眼隔域中央隆起が

発達すること，眼後棘内側の耳棘前方に棘がないこと，後

頭窩前縁の隆起が背面からみて後方に湾入すること，お

よび主鰓蓋骨上方棘の後端が単尖頭であることが本村ほ

か（2004）と中坊・甲斐（2013）の示したイヌカサゴ S. 

ramaraoi の特徴に一致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（Randall 

and Eschmeyer, 2002；本村ほか，2004），日本国内では伊

豆半島以南の太平洋沿岸，鹿児島県本土，甑島列島（上甑

島），大隅諸島（硫黄島，口永良部島，馬毛島，屋久島），

トカラ列島，奄美群島（奄美大島，喜界島，徳之島，与論

島），沖縄諸島（沖縄島），および八重山諸島（石垣島，西

表島）から記録されている（本村ほか，2004；高木ほか，

2010； 中 坊・ 甲 斐，2013； 本 村，2013, 2014, 2017, 2018, 

2019, 2022；岩坪ほか，2014; Motomura and Harazaki, 2017; 

Iwatsuki et al., 2017； 木 村 ほ か，2017；Nakae et al., 2018; 

Mochida and Motomura, 2018; Fujiwara and Motomura, 2020；

村瀬ほか，2021, 2023; Jeong and Motomura, 2021；津野ほか，

2022; Motomura, 2023; Koreeda and Motomura, 2025；阿部，

2025）．本研究により新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の 3 標本は，夜間に漁港内の岸壁か

ら採集された．

Sebastapistes cyanostigma (Bleeker, 1856)

カスリフサカサゴ　（Fig. 3D）

標本　WMNH-PIS 14611，体長 48.9 mm，東牟婁郡串

本町有田　串本海中公園センター地先（33°28′51ʺN, 135° 

44′45ʺE），水深 1.5 m，タモ網，2025 年 8 月 15 日，佐久

間夢実；WMNH-PIS 14612，体長 27.8 mm，東牟婁郡串本

町有田　串本海中公園センター地先（33°28′46ʺN, 135°44′ 

47ʺE），水深 6 m，タモ網，2025 年 9 月 19 日，大西　遼．

同定　和歌山県産の標本は，額棘がないこと，眼下骨

系の棘が 1 本であること，涙骨下縁に 4 本の棘をもつこと，

口蓋骨に歯があること，胸鰭上半部の軟条が分枝すること，

胸鰭基底付近は皮膚と櫛鱗に被われること，および鰭膜に

褐色斑をもたないことが中坊・甲斐（2013）や本村（2014）

の示したカスリフサカサゴ S. cyanostigma の特徴に一致し

たため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（本村，

2014），日本国内では伊豆諸島（八丈島），小笠原諸島，静

岡県，高知県（柏島），宮崎県，大隅諸島（口永良部島，

屋久島），奄美群島（奄美大島，喜界島，沖永良部島，与

論島），沖縄諸島（伊江島，瀬底島），慶良間諸島（渡嘉

敷島），宮古諸島（伊良部島），八重山諸島（西表島，与那

国島），および大東諸島（南大東島）から記録されている

（石田，1997；吉郷・中村，2002, 2003；吉郷，2004; Senou 

et al., 2006a, 2007；中坊・甲斐，2013；本村，2014; Koeda 

et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; 

Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and 

Motomura, 2020；田中ほか，2020；本田ほか，2024；中村

ほか，2024）．本研究により新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の 2 標本は，有藻性サンゴ類の枝内

から採集された． 

ゴンベ科 Cirrhitidae

Oxycirrhites typus Bleeker, 1857

クダゴンベ　（Fig. 3E）

標本　WMNH-PIS 14688，体長 65.1 mm，東牟婁郡串本

町　苗我島（33°27′44ʺ05N, 135°47′46ʺE），水深 25 m，タモ網，

2026 年 7 月 23 日，佐久間夢実．

同定　和歌山県産の標本は，背鰭軟条数が 13，吻が長

く管状であること，体高が著しく低いこと，および体側に

マス目模様の斑紋があることが Randall (1963) や林・荻原

（2013a）の示したクダゴンベ O. typus の特徴に一致したた

め，本種に同定された．

分布　本種はインド・太平洋に広く分布し（林・萩原，

2013a; Allen and Erdmann, 2024），日本国内では伊豆諸島（伊

豆大島，八丈島），小笠原諸島，千葉県，静岡県，和歌山

県串本，高知県（沖の島），宮崎県，鹿児島県本土，大隅

諸島（硫黄島，口永良部島，屋久島），奄美群島（奄美大島，

沖永良部島），沖縄諸島（伊江島，瀬底島，沖縄島），宮古

諸島，および八重山諸島（石垣島，与那国島）から記録さ

れている（落合・益田，1974；福田・御前，1992a；土屋

ほか，2005; Senou et al., 2006a, b, 2007；伊藤，2009；林・

萩原，2013a；目黒，2013；吉野・瀬能，2015; Koeda et al., 

2016；小枝ほか，2017; Motomura and Harazaki, 2017; Nakae 

et al., 2018; Motomura and Uehara, 2020; Jeong and Motomura, 
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2021；小枝，2022a；村瀬ほか，2023；桝井ほか，2026）．

本種の和歌山県における記録について，福田・御前

（1992a）と土屋ほか（2005）は串本町から本種を報告して

いるが，この記録は前者が目視観察，後者が水中写真に基

づく記録であった．したがって，今回得られた標本は本種

の標本に基づく和歌山県からの初記録となる．

備考　和歌山県産の標本は，水深 25 m の岩礁帯に生息

していたヤギ類の群体上から採集された．

ホカケトラギス科 Hemerocoetidae

Matsubaraea fusiformis (Fowler, 1943)

マツバラトラギス　（Fig. 3F）

標本　WMNH-PIS 14615，体長 38.3 mm，東牟婁郡串本

町橋杭　橋杭海水浴場（33°28′58ʺN, 135°47′22ʺE），水深 1 m，

タモ網，2025 年 2 月 14 日，佐久間夢実．

同定　和歌山県産の標本は，吻端に棘がないこと，頭

部が円筒形であること，第 1 背鰭棘数が 3，および第 2 背

鰭の中央部がくぼむことが中坊・土居内（2013）の示した

マツバラトラギス M. fusiformis の特徴に一致したため，本

種に同定された．

分布　本種は西太平洋に分布し（Matsuura, 1991; John-

son, 1999），日本国内では青森県，新潟県，神奈川県，瀬

戸内海，鳥取県，高知県，宮崎県，および鹿児島県本土か

ら記録されている（Senta et al., 1989; Matsuura, 1991; Noichi 

et al., 1991；竹内ほか，2012；中坊・土居内，2013；須田

ほか，2014；加藤ほか，2017；緒方・村瀬，2020；田代・

藤原，2022；本田ほか，2024）．本研究により新たに和歌

山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本は，干潮時に砂浜海岸の水深 1 

m から採集された．

フグ科 Tetraodontidae

Arothron immaculatus (Bloch and Schneider, 1801)

カスミフグ　（Fig. 4A）

標本　WMNH-PIS 9948， 体 長 22.2 mm， 田 辺 市 芳 養　

芳養川河口（33°44′57ʺN, 135°21′01ʺE），水深 0.3 m，タモ網，

2016 年 8 月 5 日，平嶋健太郎；WMNH-PIS 14620，体長

136.2 mm，東牟婁郡串本町串本　上浦海岸（33°27′37ʺN, 

135°46′30ʺE），2025 年 2 月 28 日漂着，大西　遼．

同定　和歌山県産の標本は，体表の背面と腹面に小棘

の分布域があること，鼻孔が 1 個で開口すること，背鰭軟

条数が 10，臀鰭軟条数が 9，体に黒色点がないこと，お

よび尾鰭には白色点と黒色点はなく後縁が黒いことが山

田・柳下（2013b）の示したカスミフグ A. immaculatus の

特徴に一致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し（山田・

柳下，2013b），日本国内では千葉県，静岡県（浜名湖），

三重県，高知県，宮崎県，鹿児島県本土，および琉球列

島から記録されている（伊佐ほか，2007；山田・柳下，

2013b； 霜 村，2013； 村 瀬 ほ か，2019, 2021； 山 川 ほ か，

2020；畑，2020, 2022；本田ほか，2024；岡田，2025）．本

研究により新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本のうち，WMNH-PIS 9948 は河

川の河口域から，WMNH-PIS 14620 は海岸に死亡漂着し

たところを採集された．

近年，本種の分布は北上傾向にあることが知られてい

る（山川ほか，2020）．今回得られた標本（WMNH-PIS 

14620）は，体長 136.2 mm と小さくはない個体であったが，

低水温期である 2 月（採集時の水温 17.8 ℃）に死亡漂着

したところを採集された．今回の漂着が水温の低下による

衰弱死であるかは不明であるため，和歌山県における越冬

の有無については今後も引き続き調査する必要がある．

Arothron reticularis (Bloch and Schneider, 1801)

ワモンフグ　（Fig. 4B）

標本　WMNH-PIS 14621，体長 34.9 mm（採集時は体

長約 15 mm），東牟婁郡串本町二色　鬮野川河口（33°28′ 

40ʺN, 135°46′30ʺE），水深 1 m，タモ網，2025 年 8 月 22 日

（2026 年 2 月 16 日まで飼育），佐久間夢実．

同定　和歌山県産の標本は，体表の背面と腹面に小棘

の分布域があること，鼻孔が 1 個で開口すること，背鰭軟

条数が 10，臀鰭軟条数が 10，頭部に流れ模様をもつこと，

および尾鰭に白色斑が散在することが山田・柳下（2013b）

の示したワモンフグ A. reticularis の特徴に一致したため，

本種に同定された．

分布　本種は東インド・西太平洋に広く分布し（山田・

柳下，2013b），日本国内では千葉県，兵庫県（播磨灘），

高知県，山口県の日本海側，日向灘海域（大分県佐賀関か

ら大隅半島東岸），鹿児島県本土，大隅諸島（屋久島），奄

美群島（奄美大島，沖永良部島），沖縄諸島（沖縄島），お

よび八重山諸島（石垣島，西表島）から記録されている（江

口ほか，2008；山田・柳下，2013b; Iwatsuki et al., 2017；

園山ほか，2020；小枝・今北，2020；赤池ほか，2021；

是 枝 ほ か，2022, 2025; Matsuura and Motomura, 2022； 畑，

2022；増田，2022；古𣘺ほか，2023；是枝・本村，2024）．

本研究により新たに和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本は，干潮時に河川の河口域か

ら採集された．今回採集された個体は，採集時の体長が約

15 mm の稚魚であったことや，本種のこれまでの分布を

考慮すると，本県での出現は黒潮により南方域から偶発的

に輸送されてきた個体であると考えられる．なお，本種の
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温帯域における越冬の有無については現状不明とされてい

るが（是枝・本村，2025），高知県や鹿児島県本土では大

型個体も得られていることから（小枝・今北，2020；公益

財団法人鹿児島市水族館公社，2018），本県においても今

後より成長した個体が得られることが考えられるため，引

き続き出現状況を注視していく必要がある．

Canthigaster amboinensis (Bleeker, 1864)

ゴマフキンチャクフグ　（Fig. 4C）

標本　FAKU 212336，体長 29.6 mm，西牟婁郡すさみ

町見老津（33°30′43ʺN, 135°34′35ʺE），水深 0.3 m，タモ網，

2025 年 11 月 9 日，田邊晃一．

同定　和歌山県産の標本は，腹部に一大黒斑がないこ

と，体側に暗色鞍状斑と縦帯がないこと，尾鰭に波状紋が

ないこと，背鰭軟条数が 12，臀鰭軟条数が 11，頭部や腹

側，および尾鰭後部に淡青と白色点がないことが山田・柳

下（2013b）の示したゴマフキンチャクフグ C. amboinensis

の特徴に一致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・太平洋に広く分布し（松浦，

2014a），日本国内では伊豆諸島，千葉県，大隅諸島（屋久

島），および奄美大島以南の琉球列島から記録されている

（松浦，2014a, 2019a; Koeda et al., 2016; Motomura and Hara-

zaki, 2017; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018; 

Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020；

本田ほか，2024；和田ほか，2025）．本研究により新たに

和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本は，干潮時に岩礁海岸のタイ

ドプール内から採集された．本種は全長 14 cm に達する

ことが知られているが（松浦，2014a），本標本は体長 29.6 

mm の幼魚であった．また，本種の国内における分布の中

心が琉球列島であることや，本州沿岸では黒潮流域であ

る千葉県と和歌山県の 2 例の出現記録しかないことを考慮

すると（本田ほか，2024；本研究），本標本は黒潮により

南方域から偶発的に輸送されてきた個体であると考えられ

る．

Fig. 4. Fresh specimens of Arothron immaculatus (A: WMNH-PIS 14620, 136.2 mm SL), A. reticularis (B: WMNH-PIS 14621, 34.9 
mm SL), Canthigaster amboinensis (C: FAKU 212336, 29.6 mm SL), and Abalistes filamentosus (D: WMNH-PIS 14619, 224.7 
mm SL), and a live individual of A. filamentosus (E, F: WMNH-PIS 14619) from Wakayama Prefecture, Japan.
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モンガラカワハギ科 Balistidae

Abalistes filamentosus Matsuura and Yoshino, 2004

イトヒキオキハギ　（Fig. 4D, E, F）

標本　WMNH-PIS 14619，体長 224.7 mm，東牟婁郡串

本町　双島沖（33°28′56ʺN, 135°41′45ʺE），水深 20 m，釣り，

2025 年 10 月 27 日（2025 年 12 月 21 日まで飼育），金井一祥．

同定　和歌山県産の標本は，鰓孔後部に骨質の肥大鱗

があること，眼前に 1 縦溝があること，頬に 3 本の縦溝が

あること，両顎歯の大きさは不同で，欠刻があること，尾

柄が縦扁し細長いこと，背鰭第 3 棘は著しく小さくなく

明瞭であること，尾鰭が糸状に伸長すること，および体

に黄色点や青白点をもたないことが Matsuura and Yoshino 

(2004) と林・萩原（2013b）の示したイトヒキオキハギ A. 

filamentosus の特徴に一致したため，本種に同定された．

分布　本種は日本からオーストラリア北部，ニューカ

レドニアにかけての西太平洋に分布し（松浦，2014b），日

本国内では伊豆諸島（御蔵島），静岡県，鹿児島県本土，

甑島列島（中甑島），大隅諸島（馬毛島），トカラ列島（小

臥蛇島），奄美群島（奄美大島，与論島），沖縄諸島（沖縄

島），および八重山諸島から記録されている（Matsuura and 

Yoshino, 2004；林・萩原，2013b；松浦，2014b, 2019b；岩坪，

2017; Nakae et al., 2018；下瀬，2021；小枝，2022b；古𣘺・

本村，2022; Motomura, 2023; Koreeda and Motomura, 2025；

和田ほか，2025；中西・渋川，2026）．本研究により新た

に和歌山県から記録された．

備考　和歌山県産の標本は，水深 20 m の砂底から採集

された．
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